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議

　案

番

　号

件

　
　
　名

議
決
状
況

可
否
決
の
別

賛
成

議
案　

43

教
育
委
員
会
の
委
員
の
任
命

6
・
8　

可
決

19

議
案　

44

教
育
委
員
会
の
委
員
の
任
命

6
・
8　

可
決

19

議
案　

45

公
益
的
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

6
・
28　

可
決

19

議
案　

46

豊
明
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
者

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

6
・
28　

可
決

18

議
案　

47

豊
明
市
税
条
例
の
一
部
改
正

6
・
28　

可
決

19

議
案　

48

豊
明
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
改
正

6
・
28　

可
決

19

議
案　

49

東
部
知
多
衛
生
組
合
規
約
の
変
更

6
・
28　

可
決

19

議
案　

50

平
成
24
年
度
豊
明
市
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
1
号
）

6
・
28　

可
決

18

議
案　

51

平
成
24
年
度
豊
明
市
下
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
1
号
）

6
・
28　

可
決

19

報
告　

2

平
成
23
年
度
豊
明
市
土
地
開
発
公
社
決

算
並
び
に
平
成
24
年
度
豊
明
市
土
地
開

発
公
社
事
業
計
画
及
び
予
算
の
報
告

6
・
8　

報
告

︱

報
告　

3

専
決
処
分
事
項
の
報
告
（
損
害
賠
償
の

額
の
専
決
処
分
）

6
・
18　

報
告

︱

推
薦　

1

農
業
委
員
会
の
委
員
と
な
る
べ
き
者
の

推
薦

6
・
8　

推
薦

19

動
議　

3

市
職
員
職
場
環
境
調
査
特
別
委
員
会
の

設
置

6
・
8　

可
決

13

議
員
派
遣
の
件

6
・
8　

可
決

19

陳
情　

2

市
議
会
傍
聴
者
お
よ
び
希
望
者
へ
の
定

例
議
会
の
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
通
告

書
の
写
し
の
配
布
を
求
め
る
陳
情

6
・
28　

　

趣
旨
採
択

13

陳
情　

3

透
明
性
を
持
っ
た
議
会
運
営
委
員
会
の

確
立
を
求
め
る
陳
情

6
・
28　

不
採
択

7

陳
情　

4

市
議
会
傍
聴
席
で
の
電
子
機
器
の
使
用

を
求
め
る
陳
情

6
・
28　

不
採
択

0

  ◎
教
育
委
員
会
の
委
員
の
任
命

任
期
満
了（
７
月
31
日
）に
伴

い
、
次
の
方
の
再
任
に
同
意
し

ま
し
た
。

（
任
期
は
４
年
）

山

　下

　徳

　治（
栄
町
南
舘
）

◎
教
育
委
員
会
の
委
員
の
任
命

丸
山
千
代
子
委
員
の
任
期
満

了（
７
月
31
日
）に
伴
い
、
後
任

に
次
の
方
の
任
命
に
同
意
し
ま

し
た
。

（
任
期
は
４
年
）

市

　野

　光

　信
（
二
村
台
４
丁
目
）

◎
農
業
委
員
会
の
委
員
の
推
薦

議
会
推
薦
の
近
藤
郁
子
委
員

（
議
員
）の
辞
任（
５
月
31
日
）に

伴
い
、
後
任
に
次
の
方
を
推
薦

す
る
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

（
任
期
は
平
成
26
年
７
月
19
日

ま
で
）

青

　木

　秀

　子（栄
町
上
ノ
山
）

〈
敬
称
略
〉

◎
一
般
会
計
補
正
予
算

今
回
、
議
決
さ
れ
た
補
正
予
算

は
、
既
存
の
予
算
に
、
１
３
８
９

万
６
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
１
７
４
億
４
５
８
９
万

６
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

主
な
事
業
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

秘
書
人
事
管
理
事
務
事
業

１
１
万
６
千
円

地
域
農
政
推
進
対
策
事
業

２
４
２
万
８
千
円

教
育
振
興
事
業

６
７
万
５
千
円

文
化
財
保
護
事
業

９
９
万
７
千
円

ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業

６
１
１
万
円

体
育
施
設
維
持
管
理
事
業

　

３
５
７
万
円

　
（
詳
細
に
つ
い
て
は
、
財
政
課

　

で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。）

６
月
定
例
月
議
会
初
日
の
６
月

８
日
の
本
会
議
に
「
市
職
員
職
場

環
境
調
査
特
別
委
員
会
の
設
置
に

つ
い
て
」
の
動
議
が
提
出
さ
れ
、

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

名

　
　称

　

市
職
員
職
場
環
境
調
査

特
別
委
員
会

付
託
事
項

１

　職
員
数
の
削
減
と
長
時
間

労
働
の
実
態
に
つ
い
て

２　

職
場
環
境
配
慮
の
実
態
に

つ
い
て

３　

職
員
の
安
全
と
健
康
の
確

保
の
実
態
に
つ
い
て

定

　
　数　

10
名

調
査
期
間

　

　

調
査
終
了
ま
で
存
続
す
る
も
の

と
す
る
。

委 

員 

名

　
（
◎
委
員
長
、
○
副
委
員
長
）

◎
伊
藤　
　

清　

○
前
山
美
恵
子

　

川
上　
　

裕　
　

藤
江
真
理
子

　

近
藤　

千
鶴　
　

杉
浦　

光
男

　

近
藤　

惠
子　
　

平
野　

龍
司

　

平
野　

敬
祐　
　

堀
田　

勝
司

６
月
定
例
月
議
会
は
、
平
成
24
年
６
月
８
日
か
ら
６
月
28
日
ま
で
の
21
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
、

議
案
９
件
、
陳
情
３
件
の
ほ
か
、
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
動
議
１
件
な
ど
を
審
議
し
ま
し
た
。

提
出
さ
れ
た
議
案

人
事
案
件

補
正
予
算

特
別
委
員
会
を
設
置

決
ま
っ
た
主
な
こ
と
が
ら
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（全会一致でない議案等の賛否） ○：賛成　×：反対

議案等番号

会派名 市政会 市政改革の会 清新会 公明党
市議団 ―

議　　員　　名

件　　　　　名　　

三

浦

桂

司

平

野

龍

司

平

野

敬

祐

村

山

金

敏

安

井　

明

伊

藤　

清

堀

田

勝

司

藤
江
真
理
子

早

川

直

彦

近

藤

惠

子

山
盛
左
千
江

川

上　

裕

毛

受

明

宏

近

藤

郁

子

近

藤

千

鶴

一
色
美
智
子

近

藤

善

人

杉

浦

光

男

月

岡

修
一

前
山
美
恵
子

議 案 46
豊明市特別職の職員で非常勤の者の報酬及び
費用弁償等に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○

議　
　
　
　
　

長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議 案 50 平成 24 年度豊明市一般会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

動 議  3 市職員職場環境調査特別委員会の設置 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○

陳 情  2
市議会傍聴者および希望者への定例議会の議員によ
る一般質問通告書の写しの配布を求める陳情 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ×

陳 情  3 透明性を持った議会運営委員会の確立を求める陳情 × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ × ○

請願・陳情
　皆さんの希望や意見を直接、市政に反映
させるための手段として、請願書や陳情書
を議会に提出することができます。
■　請願及び陳情の提出方法
　請願書・陳情書は、市政についての要望
等を簡潔に記載し、提出年月日、提出者の
住所及び氏名（法人の場合は、その名称及
び代表者の氏名）を書き、押印したものを
議長に提出することになっています。
　請願書を提出する際には、１名以上の議
員の紹介が必要です。（陳情書は、紹介議
員は不要です。）
　請願書・陳情書はいつでも受け付けてい
ますが、事務処理の都合により各定例月議
会の初日の７日前（市の休日の場合は、そ
の前日）までの提出にご協力ください。

※陳情2は趣旨採択について採決した結果であり、×の議員は採択又は不採択の意思表示はしておりません。

　

平
成
24
年
６
月
定
例
月
議
会

で
、次
の
件
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
員
派
遣
の
件

平
成
24
年
６
月
８
日

　

豊
明
市
議
会
会
議
規
則
第
１
５

９
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
議
員
を
派
遣
す
る
。

１　
友
好
自
治
体
議
員
合
同
研

修
会

⑴　
派
遣
目
的　
　

住
民
交
流
の
促
進
に
係
る
行

政
施
策
の
実
情
調
査
及
び
議

員
意
見
交
換

⑵　
派
遣
場
所　
　

愛
知
県
北
設
楽
郡
豊
根
村

⑶　
派
遣
期
間　
　

平
成
24
年
７
月
10
日
か
ら

７
月
11
日（
２
日
間
）

⑷　
派
遣
議
員　
　

議
員
全
員

２　
尾
三
十
市
議
会
議
員
合
同

研
修
会

⑴

派
遣
目
的　

地
方
行
財
政
の
重
要
課
題
に

関
す
る
研
修

⑵　
派
遣
場
所　
　

愛
知
県
日
進
市

⑶　
派
遣
期
日　
　

平
成
24
年
８
月
７
日

⑷　
派
遣
議
員　
　

議
員
全
員

◉
市
議
会
傍
聴
者
お
よ
び
希

望
者
へ
の
定
例
議
会
の
議

員
に
よ
る
一
般
質
問
通
告

書
の
写
し
の
配
布
を
求
め

る
陳
情平

成
24
年
６
月
28
日

　
　
　

趣
旨
採
択

◉
透
明
性
を
持
っ
た
議
会
運

営
委
員
会
の
確
立
を
求
め

る
陳
情平

成
24
年
６
月
28
日

　
　
　

不
採
択

　
◉
市
議
会
傍
聴
席
で
の
電
子

機
器
の
使
用
を
求
め
る
陳

情

平
成
24
年
６
月
28
日

　
　
　

不
採
択

陳

情

議
員
派
遣

議 案 等 の 審 議 結 果
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副
市
長
の
選
任
に
当
た
り
選

考
委
員
会
を
設
け
る
と
い
う
提

案
は
、
審
査
の
過
程
で
、
ま
た

し
て
も
市
長
の
思
い
つ
き
、
将

来
ビ
ジ
ョ
ン
の
な
い
、
具
体
的

内
容
を
伴
わ
な
い
提
案
で
あ
る

こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

市
長
就
任
後
１
年
が
経
過
し

た
が
、
い
つ
も
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
に
終
始
し
、
ア
イ
デ
ア
を
持

た
ず
、
自
身
の
考
え
が
唯
一
絶

対
か
の
よ
う
な
振
る
舞
い
は
重

大
な
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い

る
。
市
民
の
声
を
聞
く
、
市
民

参
加
と
言
い
な
が
ら
、
自
身
の

考
え
の
み
を
強
引
に
無
理
強
い

す
る
姿
は
十
分
な
反
省
が
必
要

で
あ
る
。

副
市
長
公
募
に
つ
い
て
は
、

マ
ス
コ
ミ
で
も
大
き
く
取
り
上

げ
ら
れ
、
相
当
の
反
響
が
あ
る

と
思
う
。
他
市
で
は
１
０
０
０

名
を
超
え
る
応
募
が
あ
っ
た
が
、

本
市
で
も
最
低
１
０
０
名
か
ら

２
０
０
名
く
ら
い
は
あ
る
と
思

い
た
い
が
、
現
実
は
厳
し
い
の

で
は
な
い
か
。
な
ぜ
な
ら
市
長

が
求
め
る
副
市
長
像
に
つ
い
て
、

そ
の
役
割
を
明
確
に
し
て
い
な

今
議
案
で
争
点
と
な
っ
た

「
副
市
長
候
補
者
選
考
委
員
会
」

は
、
市
長
、
職
員
２
名
、
市
民

４
名
の
７
人
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
公
募
の
副
市
長
人
選
に

市
民
を
加
え
る
こ
と
の
是
非
、

市
長
が
選
考
に
加
わ
る
べ
き
か

否
か
で
意
見
が
分
か
れ
ま
し
た
。

ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
だ
っ
た

副
市
長
人
選
に
市
民
を
加
え
る

こ
と
で
透
明
性
の
確
保
と
公
平

性
、
何
よ
り
行
政
に
な
い
企
業

経
営
者
や
各
種
団
体
の
方
々
の

感
性
が
プ
ラ
ス
さ
れ
る
こ
と
の

メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
と
思
い
ま

す
。今

、
市
民
が
行
政
に
求
め
て

い
る
の
は
、
役
所
の
体
質
改
善

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
独
自

性
や
コ
ス
ト
意
識
、
目
標
管
理

と
い
っ
た
民
間
で
は
当
然
の
こ

と
を
取
り
入
れ
、
豊
明
市
が
自

治
体
間
競
争
に
勝
ち
抜
く
力
を

つ
け
る
た
め
に
も
、
多
面
的
視

点
か
ら
人
選
さ
れ
た
副
市
長
が

必
要
で
す
。

２
次
選
考
は
「
公
開
面
接
」

が
予
定
さ
れ
、
１
次
選
考
さ
れ

た
複
数
の
候
補
者
が
選
考
委
員

い
。
持
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ

る
。
い
つ
も
の
よ
う
に
思
い
付

き
だ
け
で
、
重
要
な
職
務
を
担

う
副
市
長
を
公
募
す
る
と
い
う

行
為
が
ど
う
い
う
結
果
を
招
く

か
。
市
の
将
来
を
担
う
自
覚
、

こ
の
ま
ち
の
目
指
す
べ
き
姿
を

持
た
な
い
市
長
の
劇
場
型
政
治

の
悲
劇
で
あ
る
。

委
員
会
の
構
成
も
問
題
が
あ

る
。
市
長
が
７
名
の
委
員
の
中

に
入
る
と
の
こ
と
だ
が
、
地
方

自
治
法
で
副
市
長
の
発
案
権
は

市
長
に
専
属
す
る
と
解
さ
れ
て

い
る
。
つ
ま
り
、
副
市
長
の
選

任
に
つ
い
て
、
他
の
６
名
の
委

員
と
市
長
は
保
持
す
る
権
限
に

重
大
な
差
異
が
あ
る
。
権
利
を

持
つ
市
長
と
持
た
な
い
他
の
６

名
が
混
在
す
る
こ
と
は
、
ス

タ
ー
ト
か
ら
公
平
性
を
欠
く
。

委
員
選
任
に
つ
い
て
は
一
考

を
求
め
賛
成
と
す
る
。

の
質
問
に
答
え
る
様
子
が
市
民

に
公
開
さ
れ
ま
す
。
実
に
画
期

的
な
こ
と
で
、
こ
う
し
た
取
り

組
み
に
よ
り
、
行
政
へ
の
参
加

意
識
が
高
ま
り
、
信
頼
に
つ
な

が
る
と
評
価
し
ま
す
。

　

選
考
委
員
に
市
長
が
入
る
と
、

無
言
の
圧
力
と
な
り
市
民
選
考

委
員
さ
ん
が
遠
慮
さ
れ
る
、
心

理
的
圧
迫
に
な
る
と
の
発
言
が

あ
り
ま
し
た
が
、
市
長
も
市
民

委
員
と
同
じ
点
数
配
分
で
採
点

し
、
市
長
の
任
命
権
者
と
し
て

の
権
限
は
、
最
終
決
断
の
み
に

限
定
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。

ま
さ
に「
市
民
へ
の
権
限
移
譲
」、

市
民
に
と
っ
て
も
、
職
員
に

と
っ
て
も
納
得
で
き
る
副
市
長

選
出
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て

賛
成
し
ま
す
。

◆ 

市
政
会 

◆副市
長
の
選
考
委
員
会
に
つ
い
て

◆ 

市
政
改
革
の
会 

◆

「
副
市
長
市
民
選
考
委
員
は
、

市
民
へ
の
権
限
移
譲
」

討　論
議案等に対する

（議会の最終日に各会派等の意見を
代表して６名の議員が賛成・反対討
論を行いました。）
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こ
の
議
案
は
、
副
市
長

候
補
者
選
考
委
員
会
委
員

と
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
策

定
委
員
会
委
員
を
新
設
し
、

報
酬
等
を
支
払
う
こ
と
を

決
め
る
も
の
。
同
時
期
に

条
例
改
正
が
必
要
に
な
っ

た
た
め
に
１
つ
の
議
案
に

な
っ
た
。

ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
策

定
委
員
会
委
員
に
つ
い
て

は
、
市
内
の
関
係
団
体
よ

り
選
出
さ
れ
る
委
員
に
よ

る
委
員
会
が
設
定
さ
れ
て

お
り
、
推
進
計
画
の
作
成

が
期
待
さ
れ
る
。

一
方
の
副
市
長
候
補
者

選
考
委
員
会
委
員
は
、
既

に
公
募
が
始
ま
っ
て
い
る

副
市
長
を
選
考
す
る
委
員

会
（
委
員
）
を
新
設
す
る

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
慣

例
で
は
、
市
長
が
決
め
た

人
物
に
対
し
、
議
会
は
お

願
い
し
て
い
い
か
否
か
を

決
め
る
も
の
だ
が
、
今
回

の
議
案
は
そ
の
人
物
を
決

め
る
た
め
の
委
員
会
を
置

く
こ
と
に
対
し
て
の
賛
否

を
問
う
も
の
で
、
副
市
長

に
つ
い
て
直
接
触
れ
る
こ

今
回
の
補
正
予
算
に
つ

き
ま
し
て
は
、
県
の
緊
急

雇
用
創
出
事
業
費
補
助
金

に
か
か
る
も
の
、
同
じ
く

県
の
委
託
金
に
よ
る
も
の
、

さ
ら
に
市
独
自
の
も
の
の

３
つ
の
要
素
か
ら
成
り

立
っ
て
お
り
ま
す
。

秘
書
人
事
管
理
費
は
、

副
市
長
を
選
考
す
る
た
め

の
委
員
会
の
報
酬
を
定
め

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
今

回
の
副
市
長
の
選
考
に
お

い
て
は
、
新
た
に
選
考
委

員
会
を
設
置
し
、
選
考
の

過
程
を
市
民
に
公
開
し
な

が
ら
、
各
種
団
体
や
有
識

者
で
構
成
さ
れ
る
選
考
委

員
会
に
よ
っ
て
選
考
し
て

い
こ
う
と
い
う
も
の
で
あ

り
ま
す
。

こ
れ
は
、
私
た
ち
議
員

も
め
ざ
し
て
い
ま
す
開
か

れ
た
議
会
、
市
民
が
行
政

へ
積
極
的
に
参
加
を
す
る

も
の
で
あ
り
、
行
政
の
透

明
化
に
つ
な
が
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。
本
市
の
今
後

の
行
政
に
と
っ
て
、
地
域

主
権
や
住
民
参
加
の
重
要

な
一
歩
に
な
り
ま
す
。

民
間
か
ら
の
副
市
長
公

募
に
関
し
て
、
そ
の
選
考

委
員
会
委
員
の
報
酬
に
関

す
る
条
例
改
正
案
が
提
案

さ
れ
ま
し
た
。

副
市
長
公
募
の
き
っ
か

け
と
な
っ
た
の
が
、
４
月

人
事
異
動
に
お
い
て
、
市

長
が
健
康
福
祉
部
長
、
市

民
生
活
部
長
の
２
部
長
を

欠
員
さ
せ
、
そ
の
任
務
を

副
市
長
に
事
務
取
扱
と
さ

せ
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ

が
原
因
で
副
市
長
辞
職
へ

と
つ
な
が
り
ま
し
た
。

こ
の
市
長
の
責
任
は
重

大
で
す
。
そ
の
後
始
末
の

た
め
の
副
市
長
公
募
に
関

す
る
出
費
は
認
め
ら
れ
ま

せ
ん
。

い
ま
、
本
市
に
必
要
と

と
は
で
き
な
い
。
副
市
長

の
責
務
は
大
き
く
、
市
民

か
ら
も
多
数
心
配
事
項
を

い
た
だ
き
、
付
託
さ
れ
た

総
務
委
員
会
で
は
委
員
会

委
員
の
選
考
基
準
や
委
員

会
の
あ
り
方
で
あ
い
ま
い

な
点
を
質
疑
し
、
人
物
の

最
終
決
定
は
従
前
ど
お
り

市
長
で
あ
る
こ
と
な
ど
確

認
し
審
査
。

結
果
、
清
新
会
と
し
て

賛
成
の
立
場
で
討
論
。
討

論
の
内
容
は
次
の
と
お
り
。

『
始
め
に
ス
ポ
ー
ツ
推
進

計
画
策
定
委
員
会
委
員
の

新
設
に
つ
い
て
。
市
民
の

生
活
の
基
本
で
あ
る
心
身

の
健
康
に
は
不
可
欠
で
あ

り
、
今
年
度
中
に
じ
っ
く

り
審
議
を
し
て
い
た
だ
き
、

策
定
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
た
い
。
副
市
長

候
補
者
選
考
委
員
会
委
員

の
新
設
に
つ
い
て
は
、
副

市
長
公
募
と
い
う
県
内
初

の
試
み
で
、
豊
明
市
民
の

願
い
《
こ
れ
か
ら
の
豊
明

市
》
が
反
映
さ
れ
る
こ
と

を
切
に
願
っ
て
賛
成
。
』

と
す
る
。

教
育
振
興
費
は
県
の
委

託
事
業
と
し
て
実
施
す
る

も
の
で
あ
り
、
子
ど
も
た

ち
の
学
習
支
援
や
人
間
と

し
て
の
成
長
に
必
要
で
あ

り
、
か
か
せ
な
い
も
の
で

あ
り
ま
す
。

文
化
財
保
護
費
は
出
土

品
遺
物
の
洗
浄
整
理
事
業

委
託
金
で
あ
り
ま
す
。

保
健
体
育
総
務
費
は
ス

ポ
ー
ツ
推
進
計
画
策
定
委

員
の
報
酬
及
び
通
信
運
搬

費
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画

策
定
業
務
委
託
料
で
地
域

総
合
型
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動

を
目
指
し
交
流
を
し
て
健

康
で
生
き
生
き
と
し
た
地

域
社
会
を
作
ろ
う
と
い
う

も
の
で
あ
り
ま
す
。

学
校
ス
ポ
ー
ツ
開
放
施

設
工
事
費
は
豊
明
小
学
校

の
防
球
ネ
ッ
ト
の
か
さ
上

げ
で
あ
り
ま
す
。

今
回
の
補
正
予
算
に
つ

い
て
は
、
本
市
に
と
っ
て

ど
れ
も
必
要
な
補
正
で
あ

り
ま
す
の
で
賛
成
と
い
た

し
ま
す
。

さ
れ
る
副
市
長
は
行
政
職

に
精
通
し
た
人
物
で
な
け

れ
ば
組
織
的
に
立
て
直
し

が
で
き
な
い
た
め
、
行
政

経
験
の
な
い
民
間
人
で
は

務
ま
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

公
募
に
関
す
る
選
考
委

員
会
委
員
基
準
や
選
考
過

程
な
ど
具
体
的
に
決
め
ら

れ
て
い
な
い
た
め
、
副
市

長
公
募
も
急
遽
の
思
い
つ

き
で
計
画
さ
れ
た
も
の
と

感
じ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
選
考
委
員
に
市

長
が
加
わ
る
こ
と
で
各
委

員
と
の
力
関
係
で
公
平
な

審
査
が
で
き
な
い
な
ど
問

題
が
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、

こ
の
条
例
改
正
案
に
反
対

で
す
。

◆ 

清
新
会 

◆

議
案
46
号

　豊
明
市
特
別
職
の
職
員
で

非
常
勤
の
者
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

◆ 

公
明
党
市
議
団 

◆

希
望
を
持
っ
て
全
議
案
賛
成
す
る

一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

◆ 

日
本
共
産
党 

◆

民
間
か
ら
の
副
市
長
の
公
募
は

問
題
が
多
い
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４
月 13

日　

会
営
競
馬
場
所
在
都
市
議
会

協
議
会
定
期
総
会（
千
葉
市
）

19
日　

東
海
市
議
会
議
長
会
定
期
総

会（
岐
阜
市
）

  

23
日　

全
員
協
議
会

　
　
　

会
派
会
議

25
日　

東
部
知
多
衛
生
組
合
議
会
臨

時
会

 

５
月 9

日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
　
　
　

会
派
会
議

16
日　

開
会
議
会

18
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

会
派
会
議

21
日　

全
員
協
議
会

　
　
　
　

正
副
委
員
長
会

　
　
　
　

長
野
県
東
御
市
議
会
議　
　

　
　

員
行
政
視
察
来
訪

23
日　

全
国
市
議
会
議
長
会
定
期
総

会（
東
京
都
）

30
日　

東
部
知
多
衛
生
組
合
議
会
臨

時
会

31
日　

会
派
会
議

 

６
月 4

日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

会
派
会
議

         

愛
知
県
競
馬
組
合
議
会
臨
時

会

８
日
～
28
日　

         

６
月
定
例
月
議
会

　
　
　

会
派
会
議

18
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

会
派
会
議

22
日　

市
職
員
職
場
環
境
調
査
特
別

委
員
会

28
日　

全
員
協
議
会

9月定例月議会の開催日程（予定）
８月 29日㈬ 本会議（議案上程・提案説明）
９月 ３日㈪ 本会議（一般質問）
９月 ４日㈫ 本会議（一般質問）
９月 ５日㈬ 本会議（一般質問）
９月 ７日㈮ 本会議（議案質疑・委員会付託）
９月 10日㈪ 総務委員会
９月 11日㈫ 福祉文教委員会
９月 12日㈬ 建設消防委員会
９月  18日㈫・19日㈬　決算特別委員会
９月 27日㈭ 本会議（委員長報告・討論・採決）

※本会議・委員会とも午前10時より開かれます。
上記は予定のため、変更される場合があります
ので、ご了承ください。
詳しくは、議会事務局へお問い合わせください。
電話　０５６２－９２－１１２１

秘
書
人
事
管
理
事
務
費

の
執
行
に
は
、
反
対
の
立

場
で
す
。

今
後
も
石
川
市
長
を
支

持
し
て
い
き
た
い
と
の
気

持
ち
に
は
い
さ
さ
か
も
変

化
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
議
案
第
50
号

に
対
し
て
賛
成
の
表
明
は

で
き
ま
せ
ん
。
世
の
中
は

多
士
済
々
で
あ
り
ま
す
。

小
論
文
の
内
容
だ
け
で
潜

在
的
な
能
力
や
人
格
や
力

量
が
読
み
取
れ
る
の
で

し
ょ
う
か
、
甚
だ
疑
問
に

感
じ
て
い
ま
す
。
委
員
会

に
お
け
る
石
川
市
長
の
答

弁
を
聞
い
て
い
る
と
市
長

の
考
え
方
を
十
分
に
理
解

し
、
政
策
的
な
部
分
で
共

通
の
認
識
を
し
て
く
れ
そ

う
な
人
に
的
を
絞
っ
て
い

る
よ
う
で
す
が
、
角
度
を

変
え
て
判
断
す
れ
ば
た
だ

単
に
自
分
に
対
す
る
絶
対

的
な
イ
エ
ス
マ
ン
を
求
め

て
い
る
よ
う
に
映
る
。

副
市
長
の
立
場
は
多
岐

に
わ
た
り
、
市
長
の
判
断

次
第
で
は
途
方
も
な
い
多

忙
な
立
場
に
な
る
お
そ
れ

が
あ
る
。
そ
れ
を
承
知
し

て
公
募
に
応
じ
る
人
は
い

な
い
と
思
う
。
公
募
で
選

ば
れ
た
副
市
長
が
任
期
途

中
で
退
任
す
る
こ
と
が
な

い
よ
う
に
祈
る
。

今
回
、
市
民
か
ら
参
画

を
し
て
い
た
だ
く
選
考
委

員
の
方
に
は
無
償
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
能
力
の
提

供
を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。

◆ 

響 

◆
議
案
第
50
号
平
成
24
年
度
豊
明
市

一
般
会
計
補
正
予
算
の
討
論

 

７
月 10

日　

市
職
員
職
場
環
境
調
査
特
別

委
員
会

10
日
～
11
日

         

友
好
自
治
体
議
員
合
同
研
修

会（
豊
根
村
）

13
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

※
一
般
質
問
は
、9
月

1
日
号
に
掲
載
を

　

予
定
し
て
い
ま
す
。

議

会

日

誌


